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大阪府生協連　2023年度第 5回理事会開催報告

○開○催○概○要
Ⅰ．日　　時 2024年 3 月14日（木）　

15時～16時30分
Ⅱ．場　　所 大阪府社会福祉会館 3階301
Ⅲ．出 席 者

⑴　理事（総数21名中、17名出席、4名欠席）
⑵　監事（総数 3名中、 2名出席）
⑶　オブザーバー
　　（総数 2名中、 1名出席、 1名欠席）
⑷　陪席（ 1名出席）

Ⅳ．議　　長 タン会長理事
Ⅴ．議事の経過と要領とその結果

○審○議○事○項
1 　第63回通常総会の件

　中村専務理事及び小山事務局長より、「2023年度
活動報告・2024年度活動方針（ 2次案）」「役員選任
に関する役員定数及び会員生協への推薦依頼等」「議
事日程等」について提案がされた。
　討議の結果、「2023年度活動方針・2024年度活動方
針（ 2次案）」「議事日程案」については、第 6回理
事会で最終確認することが承認された。
　また、「役員選任に関する役員定数及び会員生協へ
の推薦依頼等」については、提案の通り、全員異議
なく承認された。

2 　2024年度理事会開催日程の一部変更の件

　小山事務局長より、2024年度第 6回理事会の日程
を下記の通り変更する旨提案がされた。
　討議の結果、提案の通り、全員異議なく承認され
た。

変更後 変更前
2025年 3 月13日（木） 2025年 3 月20日（木）

3 　大阪府食品衛生監視指導計画（案）への意
見提出の件

　小山事務局長より、2024年度大阪府食品衛生監視
指導計画（案）について大阪府に意見提出した旨報
告がされた。
　全員異議なく承認された。

4 　ユニブ・ライフ株式会社との保険契約の件

　小山事務局長より、2024年度の会議や学習会、行
事等の参加者への傷害保険並びに賠償責任保険及び
宿泊を伴う企画については国内旅行傷害保険を、ユ
ニヴ・ライフ株式会社を代理店に契約する旨提案が
された。
　討議の結果、この件については柴橋副会長理事、
森本理事が特別利害関係理事にあたるため議決に加
わらず、他の全員が提案の通り、異議なく承認され
た。

5 　豊中市からの要請の件

　小山事務局長より、豊中市からの要請を受け、「第
14期豊中市廃棄物減量等推進審議会委員の推薦」に
ついて、生活協同組合コープこうべ大阪北地区本部
長の高井得雄さんを推薦する旨提案がされた。
　討議の結果、提案の通り、全員異議なく承認され
た。

6 　こくみん共済coop大阪推進本部からの後援
名義使用に関する要請の件

　小山事務局長より、こくみん共済coop大阪推進本
部からの要請を受け、同生協が実施する「第40回子
ども絵画コンクール」を後援し、大阪府生活協同組
合連合会賞を交付する旨提案がされた。
　討議の結果、提案通り、全員異議なく承認された。

7 　「WFPウォーク・ザ・ワールド大阪2023」へ
の協賛金及び参加協力の件

　中村専務理事より、特定非営利活動法人　国際連
合世界食糧計画WFP協会からの要請を受け、同協
会が実施する「WFPウォーク・ザ・ワールド大阪
2024」への協賛金10万円とスイングバナー代 5万円、
参加者へのCOOP商品配布（ミックスキャロット
1,800個）、会員生協への広報等、参加促進の協力を
する旨提案がされた。
　討議の結果、提案の通り、全員異議なく承認され
た。
　なお、貫理事より、昨年の「WFPウォーク・ザ・
ワールド大阪2023」の様子や参加者の感想等が紹介
された。
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○報○告○事○項
報告事項

【大阪府生協連】
1 ．70周年記念式典
2．分野別会議・女性役員懇談会
3．能登半島地震支援活動
4．ボランティア養成講座
5．お金にまつわるセミナー
6．フードバンクかながわ視察
7．福島子ども保養プロジェクトたこ焼き支援
8．各委員会
⑴　組織活動委員会
⑵　生協大会実行委員会
⑶　ジェンダーフォーラム協議会
⑷　文楽・コンサート実行委員会
⑸　大規模災害対策協議会
⑹　健康チャレンジ実行委員会

【日本生協連、他生協等】
9 ．日本生協連第 3回県連活動推進会議
10．関西地連第 4回運営委員会
11．関西地連大規模災害対策連絡会
12．近畿地区生協府県連協議会

【会員及び友誼団体等】
13．消費者支援機構関西（KC’s）
14．なにわの消費者団体連絡会
15．全大阪消費者団体連絡会
16．おおさか災害支援ネットワーク（OSN）
17．大阪みどりのトラスト協会
18．OCoNoMiおおさか

【行政等】
19．大阪府消費生活協同組合優良役職員知事表

彰授与式
20．大阪府食育推進ネットワーク会議
21．豊かな環境づくり大阪府民会議
22．関西災害時物資供給協議会総会
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石川県能登地方
第2回ボランティアバスを運行しました

　能登半島地震の被災地支援の第 2回ボランティアバスを、 3月15日（金）～17日（日）の日

程で運行しました。

　前回に続いて能登町に行き、「炊き出し」と「清掃作業」を実施しました。

［日　　程］　　2024年 3 月15日（金）～17日（日）

［場　　所］　　石川県能登町

［参　　加］　　 8会員生協、コープきんき、日本生協連、府連　26名

　　　　　　　　大阪いずみ市民生協 5名

　　　　　　　　大阪よどがわ市民生協 3名

　　　　　　　　エスコープ大阪 2名

　　　　　　　　おおさかパルコープ 8名

　　　　　　　　医療福祉生協おおさか 1名

　　　　　　　　大阪きづがわ医療福祉生協 1名

　　　　　　　　大阪経済大学生協 1名

　　　　　　　　近畿大学生協 1名

　　　　　　　　コープきんき事業連合 1名

　　　　　　　　日本生協連関西地連 1名

　　　　　　　　大阪府生協連 2名

［協　　力］　　NPO法人リエラ、日本生協連、

　　　　　　　　富山県生協連、とやま生協、長野県生協連

［活動概要］　　 3 /15（金）午後11時　大阪出発（貸切大型バス）

　　　　　　　　 3 /16（土）午前 7時　能登町　小間生（おもう）公民館到着

　　　　　　　　　　 　　　〈午前の活動〉　　「炊き出し」「作業」の 2チームに分かれ活動

　　　　　　　　　　 　　　・「炊き出し」　　場所：小間生公民館

　　　　　　　　　　　　　　　焼うどん　250食

　　　　　　　　　　　　　　　炊き込みご飯　250食（富山県生協連、とやま生協）

　　　　　　　　　　 　　　・「清掃作業」　　場所：柳田地区の 3軒の民家の清掃お手伝い

　　　　　　　　　　 　　　※被災地視察

　　　　　　　　　　 　　　〈午後の活動〉　　 2か所に分かれて「炊き出し」

　　　　　　　　　　 　　　・鵜川仮設住宅

　　　　　　　　　　　　　　　焼うどん　100食、たこ焼き　160食、ウィンナー　100食、

焼き鳥　100食

　　　　　　　　　　 　　　・能登町役場柳田総合支所
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　　　　　　　　　　　　　　　きつねうどん　300食、炊き込みご飯　400食

　　　　　　　　　　 　　　午後 8時　現地出発

　　　　　　　　　　 　　　午後10時　金沢市内で入浴

　　　　　　　　 3 /17（日）午前 5時　JR大阪駅付近到着・解散

炊き出し（鵜川仮設住宅）

清掃作業

炊き出し（能登町役場柳田総合支所）

小間生公民館で朝礼
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 大阪府生協連ジェンダーフォーラム協議会

サラダボウル
　～ひとりひとりが輝いて～

アンコンシャス・バイアス学習会

主催：大阪府生協連ジェンダーフォーラム　　講師：ドーン財団　萬田久美子氏

日時：2024年 3 月21日（木）

　「アンコンシャス・バイアス」という言葉を知っていますか？

　初耳、または聞いたことはあるけどよくわからない、という方も多いのでは。

　アンコンシャス・バイアスとは、『経験則によって身につけたもので、本人が意識しないとこ

ろで行動や意思決定に影響を与えるもの（デジタル大辞林』。

　今回の学習会ではこの「アンコンシャス・バイアス」とジェンダー平等との関連について学

びました。

◉アンコンシャス・バイアスとは

①誰もが潜在的に持っているバイアス（思い込み）

② 育つ環境や所属する集団の中で知らず知らずのうちに脳に刻み込まれ、固定観念になっ

ていくもの

③バイアスの対象は　性別、国籍、人種、貧富、性的志向などさまざま

　人間の意識はその約95％が本人が自覚でき

ない「潜在意識」と言われ、過去の記憶や習

慣、思い込みから無意識に行動を起こします。

無意識領域の判断は、質に問題はあるが直感

的でスピードが速く、猛獣を見たら逃げるな

どの反射的な行動を起こします（生きるため

に大事な反応）。

　一方「顕在意識」である意識領域の判断パ

ターンは、論理的で質が高いが、スピードが

遅いのが特徴です。

◉アンコンシャス・バイアスが社会の男女格差を下支えしている

　日本の男女格差指数（GGI）は146ヵ国中125位（2023年世界経済フォーラム）。特に「政治へ

の関与」項目では138位、「経済活動の参加と機会」では123位とかなり低く、また先進国（G 7）
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の中でも改善への変化が遅いことなど、男女

共同参画社会とは程遠い現状です。日本で

ジェンダー平等が進まない理由のひとつに社

会構造的問題（制度）があげられます。意思

決定の場に女性が少なすぎること、社会全体

の男女格差への無自覚、日本の労働慣行（男

性の長時間労働）など。

　そしてもうひとつがジェンダーバイアスで

す。男女共同参画社会とは、性別に関わりな

くその個性と能力を発揮する社会（男女共同

参画社会基本法前文より）ですが、日本の社会に強く根付いている「女らしさ」「男らしさ」の

意識が、生涯に亘って役割を固定化し、社会的優劣を作る枠組みになっています。

　男女は平等であるとわかっていても、無意識に「女らしさ」「男らしさ」を求めたりその基準

で行動を制限したりすることがあるのです。内閣府の「調査票」によると、「男性は仕事をして

家計を支えるべきだ」「女性には女性らしい感性がある」といった項目では、男女ともに半数近

い人がYESと答えています。

◉自分・組織・社会を変えていくために　【 知る → 気づく → 学び落とす 】

　アンコンシャス・バイアスは、人が生まれつき持っているものではありません。しかし無意

識なので、修正することなく繰り返し行動してしまいます。変えていくためには、まず知るこ

と、自分の意識に気づくこと、そして削ぎ落としていくことが必要です。

〈判断の前に〉

　　・これは事実なのか推測か？

　　・もし相手が異なる性別だったら？　　……と考えてみる。

〈気づく〉ヒント

　　・判断する時「もし相手が異なる性別だったら？」と考えてみる。

　　・相手の属性や一部の情報だけを切り取って判断していないか見直す。

〈削ぎ落とす〉例えばジェンダーニュートラル（性差のない言葉）を意識する

　　・看護婦 → 看護士　　・保母 → 保育士　　・女房役 → 支え役　など

　　・ディズニーランドのアナウンスも「Ladies＆Gentlemen」→「everyone, all passengers」へ

〈バイアスが出やすい状況〉　こんな時は要注意

　　・疲れている時、判断を急いでいる時、色々な情報で脳がオーバーロードにある時

　　・構成員の中で女性割合が大変低い時

　　・業績に対する正確な、あるいは妥当な情報が十分ない時

　　・判断基準があいまいで紛らわしい時

　判断する前に少し意識する、言葉づかいをちょっと変えてみるなど自分でできる事からまず

始めてみませんか？
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ス ケ ジ ュ ー ル

4 月

5 日㈮	 健康チャレンジ実行委員会
10日㈬	 第 3 回文楽・コンサート実行委員会
12日㈮	 能登半島地震第 3回ボランティアバス（～14日）
16日㈫	 ホッとネットおおさか（大阪府下避難者支援団体連絡協議会）
17日㈬	 第 2 回生協大会実行委員会
23日㈫	 OCoNoMiおおさか第24回幹事会

5 月

10日㈮	 健康チャレンジ実行委員会
16日㈭	 第 6 回理事会
22日㈬	 第 3 回生協大会実行委員会
22日㈬	 第 6 回組織活動委員会

6 月

7 日㈮	 6 月度健康チャレンジ実行委員会
13日㈭	 OCoNoMiおおさか第25回幹事会
20日㈭	 第 7 回理事会
20日㈭	 第63回通常総会・第 1回理事会・第 1回監事会


